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「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う

人
気
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
下
町
の

工
場
で
働
く
下
請
け
企
業
の
奮

闘
と
社
長
・
社
員
の
生
き
ざ
ま

を
描
い
た
作
品
だ
。
大
企
業
の

横
暴
、
周
囲
の
子
会
社
の
裏
切

り
、
会
社
内
部
の
社
員
の
背
反

行
為
、
社
員
の
絆
な
ど
を
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
に
描
い
て
い
る
。
見

て
い
て
ド
キ
ド
キ
す
る
し
、
大

企
業
の
や
り
方
に
腹
が
立
つ
。

　

日
産
自
動
車
前
会
長
の
カ
ル

ロ
ス･

ゴ
ー
ン
氏
が
、
役
員
報

酬
を
巡
る
有
価
証
券
報
告
書
の

過
小
記
載
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
。

毎
年
、
10
億
円
の
報
酬
を
受
け

取
り
、
役
員
退
任
後
に
80
億
円

の
報
酬
を
受
け
取
る
予
定
だ
っ

た
と
い
う
。

　

最
新
の
デ
ー
タ
で
日
本
人
の

平
均
年
収
を
調
べ
た
ら
、
平
均

で
４
２
２
万
円
だ
と
い
う
。
カ

ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
氏
の
年
収
が

約
20
億
だ
と
す
る
と
、
日
本
人

の
約
４
７
４
人
の
年
収
を
一
人

で
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

２
万
人
の
リ
ス
ト
ラ
は
本
当
に

必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
容

疑
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
が
、

ゴ
ー
ン
会
長
は
就
任
し
て
か
ら
、

コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
と
し
て
冷
酷

な
首
切
り
を
や
り
な
が
ら
、
自

分
は
莫
大
な
不
正
蓄
財
を
や
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
経
営
陣

と
労
組
の
争
い
に
外
か
ら
入
っ

て
き
て
、
２
万
人
の
リ
ス
ト
ラ

と
５
つ
の
工
場
閉
鎖
を
断
行
し

た
こ
と
は
、
本
当
に
改
革
に
値

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
産
の
業

績
を
奇
跡
的
に
Ｖ
字
回
復
さ
せ

た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
陰
に

大
勢
の
解
雇
者
が
い
る
こ
と
に

納
得
で
き
な
い
。　

（
多
夢
）

子
ど
も
の
医
療
費

就
学
援
助
で
前
進

┃ 
社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン 

┃

県
内
4
ヶ
所
で

小
森
講
演
会

市
民
と
野
党
共
闘

で
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

感
動
し
た

ち
ひ
ろ
公
演

　

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

の
「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が

10
月
29
日
〜
11
月
19
日
に
か
け

て
、
２
町
を
除
い
て
38
市
町
村

を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
調
査
は
、
①
子
ど
も
医

療
費
②
国
保
③
介
護
保
険
④
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
４
項
目

と
教
育
の
①
子
ど
も
の
貧
困
対

策
②
就
学
援
助
③
義
務
制
の
給

食
問
題
で
回
答
を
頂
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
中
間

的
な
ま
と
め
を
報
告
し
ま
す
。

①
国
保
の
県
単
一
化
が
18
年
度

か
ら
実
施
、
国
の
補
助
金
も
あ

り
値
下
げ
が
30
自
治
体
②
短
期

証
の
期
間
が
１
か
月
、
留
め
置

　
小
森
陽
一
氏
（
東
京
大
学
大

学
院
教
授
）
を
迎
え
た
憲
法
講

演
会
が
12
月
１
日
・
２
日
、
五

所
川
原
市
（
70
名
）
、
青
森
市

（
84
名
）
、
八
戸
市
（
70
名
）
、

十
和
田
市
（
50
名
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
森
氏
は
、
自
衛
隊
を
憲
法

に
明
記
す
る
自
民
党
改
憲
案

は
、
９
条
２
項
（
戦
力
の
不
保

持
、
交
戦
権
の
否
認
）
を
無
効

化
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し

ま
し
た
。
安
倍
首
相
は
、
国
民

の
支
持
を
得
る
た
め
今
あ
る
自

衛
隊
を
憲
法
に
書
き
込
む
だ
け

で
「
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
変
わ
ら
な
い

の
で
あ
れ
ば
明
記
す
る
必
要
は

な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
９
月
の
南
北
首
脳
会
談
で
合

意
さ
れ
た
「
平
壌
共
同
宣
言
」

の
一
つ
、
「
軍
事
的
敵
対
関
係

き
も
見
ら
れ
る
③
子
ど
も
の
医

療
費
無
料
化
（
通
院
・
入
院
と

も
）
が
中
学
生
ま
で
（
28
自
治

体
）、
高
校
生
ま
で
（
新
た
に

前
進
座
の
み
な
さ
ん
と

4
市
の
講
演
会
に
２
７
４
名

　
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ

た
11
月
３
日
、
国
会
前
で
改

憲
反
対
の
集
会
が
開
催
さ
れ

深
浦
町
・
南

部
町
、
計
７

自
治
体
）
に

拡
大
④
新
入

学
者
へ
の
就

学
援
助
の
前

年
度
支
給
が

大
き
く
前

進
（
16
自
治

体
）
⑤
就
学

援
助
費
（
新

入
学
児
童
生

徒
学
用
品

費
）
の
単
価

１
万
８
０
０
０
人

が
参
加
し
ま
し

た
。
立
憲
民
主

党
、
国
民
民
主

党
、
共
産
党
、
社

民
党
の
代
表
が
参

加
、
市
民
と
野
党

共
闘
で
憲
法
を
守

ろ
う
と
エ
ー
ル
を

交
換
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
国
会
前

行
動
に
連
帯
し
て

ア
ッ
プ
に
よ
り
倍
化
し
た
自
治

体
が
増
加
⑥
学
校
給
食
費
の
無

料
化
（
七
戸
町
、
六
ヶ
所
村
、

東
北
町
、
南
部
町
、
新
郷
村
）

と
無
料
化
の
検
討
、
な
ど
が
特

徴
で
す
。

　

自
治
体
は
、
人
口
減
、
少
子

化
対
策
と
し
て
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
、
給
食
費
無
料
化
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

の
終
息
を
、
朝
鮮
半

島
全
地
域
の
実
質
的

な
戦
争
の
除
去
と
根

本
的
な
敵
対
関
係
解

消
に
つ
な
げ
る
」
を

紹
介
、
宣
言
の
歴
史

的
意
義
と
、
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
と
平
和

の
流
れ
を
強
調
し
ま

し
た
。

　
小
森
氏
は
、
安
倍

改
憲
を
阻
止
す
る
た

め
、
来
年
の
参
議
院

選
挙
の
１
人
区
で
市

3野党も参加した市民集会

医療費無料を高校まで拡大した南部町

民
と
野
党
共
闘
に
よ
っ
て
早
期

の
野
党
統
一
候
補
擁
立
は
不
可

欠
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
改
憲
の
た
め
の
国
会
発

議
を
阻
止
す
る
た
め
、
あ
く
ま

で
３
０
０
０
万
人
署
名
を
達
成

す
る
た
め
に
職
場
地
域
で
奮
闘

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

青
森
市
・
青
い
森
公
園
で
県
９

条
の
会
・
憲
法
ネ
ッ
ト
等
11
団

体
に
よ
る
市
民
集
会
が
開
催
さ

れ
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
３
０
０
０
万
人
署
名
を
地

域
に
入
り
な
が
ら
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
北
田
文
子
・
新
婦

人
青
森
森
支
部
長
が
活
動
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
国
民
民
主
党
、
共
産
党
、
社

民
党
と
升
田
前
衆
院
議
員
が
連

帯
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
集
会

後
繁
華
街
を
デ
モ
行
進
、
「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
「
憲
法

を
く
ら
し
に
生
か
そ
う
」
「
市

民
と
野
党
共
闘
で
安
倍
内
閣
退

陣
」
を
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
安
倍
首
相
は
臨
時
国
会
の
所

信
表
明
演
説
で
、
「
憲
法
審
査

会
で
政
党
が
具
体
的
な
改
正
案

を
示
す
こ
と
で
、
国
民
の
理
解

を
深
め
る
努
力
を
重
ね
て
い

く
」
と
述
べ
、
「
国
会
議
員
の

責
任
を
果
た
そ
う
」
と
改
憲
推

進
の
論
議
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
憲
法
99
条
の
「
憲

法
尊
重
擁
護
の
義
務
」
に
反
す

る
も
の
で
す
。
安
倍
改
憲
阻
止

の
３
０
０
０
万
人
署
名
を
成
功

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
11
月
27
日
、
い
わ
さ
き
ち
ひ

ろ
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て

前
進
座
の
「
ち
ひ
ろ
」
の
公
演

が
青
森
市
・
リ
ン
ク
モ
ア
平
安

閣
市
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
県
内

各
地
か
ら
５
４
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
画
家
の
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ

が
、
戦
後
の
混
乱
期
に
画
家
を

め
ざ
し
て
疎
開
先
の
長
野
県
松

本
か
ら
上
京
、
苦
闘
し
な
が
ら

絵
の
勉
強
と
社
会
運
動
、
の
ち

の
夫(

元
衆
院
議
員
の
松
本
善

明)

と
な
る
出
会
い
を
題
材
に

し
た
演
劇
で
す
。
下
山
事
件
・

三
鷹
事
件
・
松
川
事
件
の
労
働

運
動
の
弾
圧
事
件
の
一
方
、
新

憲
法
の
も
と
新
し
い
社
会
の
建

設
に
燃
え
る
人
々
、
戦
後
の
労

働
運
動
・
民
主
運
動
の
高
揚
な

ど
が
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
９
月
、
県
原
水
協
・
県
労
連
・

県
生
協
連
・
民
医
連
な
ど
19
団

体
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
結
成

さ
れ
、
公
演
成
功
の
た
め
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
公
演
の
直

前
に
東
奥
日
報
夕
刊
に
記
者
が

若
い
時
に
出
会
っ
た
ち
ひ
ろ
の

作
品
「
こ
げ
茶
色
の
帽
子
の
少

女
」（
70
年
代
前
半
）
を
紹
介
、

公
演
の
記
事
を
掲
載
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
券
の
売
り

上
げ
が
伸
び
ま
し
た
。
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沖
縄
知
事
選
挙

圧
倒
的
な
民
意
が
示
さ
れ
た
結

果
で
し
た
ね
。
デ
ニ
ー
玉
城
知

事
、
安
倍
政
権
に
負
け
ず
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

（
相
馬
小
百
合
・
健
生
労
組
）

ホ
シ
シ
イ
タ
ケ

と
母
が
言
い
、
私
は
タ
マ
シ
イ

タ
ケ
と
言
い
、
お
互
い
答
え
が

分
か
っ
た
瞬
間
、
顔
を
横
に
移

す
と
生
シ
イ
タ
ケ
が
あ
っ
た
。

灯
台
下
暗
し
。（
下
山
智
裕
・

弘
大
職
組
）

﹁
こ
の
道
し
か
な
い

春
の
雪
降
る
」　

夫
と
兵
庫
県

を
旅
し
た
時
、
拓
本
を
採
り
、

母
か
ら
い
た
だ
い
た
着
物
と
羽

織
で
掛
け
軸
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

種
田
山
頭
火
の
句
で
大
好
き
な

句
。
い
つ
も
夫
の
遺
影
か
ら
見

え
る
位
置
に
掛
け
て
い
ま
す
。 

（
都
谷
森
孝
子
・
年
金
者
組
合
）

特
別
支
援
担
任

で
す
が
、
支
援
員
が
病
気
で
来

れ
な
く
な
り
、
も
う
一
つ
の
特

別
支
援
担
任
が
大
学
院
に
行
っ

て
い
る
た
め
、
二
ク
ラ
ス
障
害

の
異
な
る
７
人
を
一
人
で
指
導

仕
事
に
行
っ
た
ら
あ
か
ん

ー
遺
児
の
叫
び
ー

発
言
す
る
中
原
の
り
子
さ
ん

熱
く
語
っ
た
望
月
さ
ん

　

11
月
21
日
、
青
森
市
内
で
厚

労
省
主
催
の
「
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民
等

１
１
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

５
年
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
女
性
記

者
・
佐
戸
未
和
さ
ん
を
過
労
死

で
失
っ
た
母
親
の
佐
戸
恵
美
子

さ
ん
が
、
涙
な
が
ら
に
訴
え
ま

し
た
。
未
和
さ
ん
は
（
当
時
31

歳
）
、
２
０
１
３
年
の
都
議
会

議
員
選
挙
と
参
院
選
挙
の
取
材

で
多
忙
を
極
め
（
部
局
は
男
４

人
女
１
人
体
制
）
、
亡
く
な
る

１
ケ
月
前
の
残
業
時
間
が
２
０

９
時
間
を
超
え
る
と
い
う
異
常

さ
で
し
た
。

　

14
年
５
月
に
労
災
認
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
隠
ぺ

い
、
公
表
し
た
の
は
３
年
後
で

し
て
３
ケ
月
に
入
り
ま
す
。
心

身
共
に
疲
れ
て
い
ま
す
が
、
講

師
の
た
め
、
仕
事
の
事
も
あ
り
、

栄
養
剤
を
服
用
し
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
組
合
に
入
っ
て

い
る
こ
と
が
私
の
活
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。（
笹
恵
美
子
・
高

教
組
）

最
近
�
寒
く
な
り
ま
し
た
ね

暖
房
も
そ
う
で
す
が
、
お
昼
寝

中
の
孫
を
抱
い
て
添
い
寝
す
る

と
ポ
カ
ポ
カ
で
す
。（
小
野
弘

子
・
青
森
保
健
）

い
つ
も
の
待
合
室

私
か
ら
「
選
挙
行
っ
た
が
」、

患
者
サ
ン
「
行
が
ね
！
」
と

言
っ
た
、
顔
見
知
り
の
10
人
。

41
・
41
％
に
納
得
。
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
な
あ
？
（
細
川
弘

彦
・
年
金
者
組
合
）

　

年
金
者
組
合
や
保
健
生
協
等

15
団
体
に
よ
る
第
20
回
県
高
齢

者
大
会
が
11
月
23
日
、
青
森
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内

各
地
か
ら
会
場
い

っ
ぱ
い
の
４
２
５

名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会

は
、
「
す
べ
て
の

世
代
の
連
帯
で
、

い
か
そ
う
憲
法
、

つ
く
ろ
う
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

記
念
講
演
は
、

記
者
会
見
で
菅
官

房
長
官
を
鋭
く
追

及
し
た
こ
と
で
名

を
馳
せ
て
い
る
東

す
。
恵
美
子
さ
ん
は
、
「
働
き

過
ぎ
で
は
な
く
、
働
か
せ
す

ぎ
、
人
災
で
あ
る
」
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

を
糾
弾
、
ま
た
過
労
死
の
事
実

を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
労
組
・
日
放
労
を
批
判
し

ま
し
た
。
「
ど
ん
な
職
場
に
も

命
よ
り
大
事
な
も
の
は
な
い
」

過
労
死
根
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

　

大
竹
進
さ
ん
（
県
社
保
協
会

長
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

第337回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
１
月
15
日

●
発
表
＝
２
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表

記
。
「
第
337
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
は
多
忙

④
霜
月
、
…
…
、
睦
月

⑦
…
が
合
う
、
尻
…
に
乗
る

⑧
僧
侶
の
年
末
の
恒
例
行
事

⑩
マ
イ
ホ
ー
ム

⑫
…
密
度
の
低
下
に
注
意

⑬
白
と
黒
が
あ
る
？

⑮
三
冠
…
…
。
百
獣
の
…
…

⑯
源
氏
物
語
に
も
登
場
す
る
ボ

ー
ド
ゲ
ー
ム

⑰
転
居
や
挙
式
は
こ
の
日
に

⑲
パ
ソ
コ
ン
で
発
生
す
る
と
困

り
ま
す

⑳
バ
ラ
の
花
…
は
「
愛
情
」

㉒
人
が
調
理
し
て
食
べ
る
肉

㉕
…
…
座
。
…
…
雲
。

㉖
シ
ー
ツ
の
こ
と
で
す

㉗
太
公
望
が
垂
ら
し
ま
す

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
八
百
屋
で
カ
ボ
チ
ャ
と
ゆ

ず
が
売
れ
る
日

②
ご
飯
と
コ
レ
が
あ
れ
ば
お

か
ず
は
不
要
？

③
「
地
位
」
の
暗
喩

④
朝
一
番
の
…
…
電
車

⑤
結
婚
２
年
目
は
…
…
婚
式

⑥
金
魚
な
ど
を
入
れ
ま
す

⑨
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
お
酒

⑪
…
…
運
。
貧
乏
…
。

⑭
吉
幾
三
の
代
表
作

⑮
ア
シ
カ
に
似
て
い
ま
す

⑯
突
進
力
が
強
い
動
物

⑱
…
…
紹
介
。
…
…
流

⑲
イ
グ
ア
ス
や
ビ
ク
ト
リ
ア

㉑
増
加
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
…

㉓
…
…
せ
ぬ
出
来
事

㉔
ブ
ー
ツ
。
ス
ニ
ー
カ
ー

第
335
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ナ
マ
シ
イ
タ
ケ

《
当
選
者
》
15
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

長
内　

一
（
建
交
労
）

成
田
明
雅
（
年
金
者
組
合
）

笹
恵
美
子
（
高
教
組
）

本
田
和
茂
（
弘
大
職
組
）

木
村
光
男
（
五
所
川
原
市
職
労
）

京
新
聞
の
記
者
、
望
月
衣
塑
子

さ
ん
で
す
。
「
メ
デ
ィ
ア
の
使

命
、
あ
る
べ
き
姿
」
と
題
し
て

講
演
、
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て

約
２
時
間
熱
く
語
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
産
業
医
・
飯
田
寿
徳

（
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
）
さ

ん
、
中
原
の
り
子
さ
ん
（
過
労

死
遺
族
・
東
京
過
労
死
を
考
え

る
家
族
の
会
）
、
山
内
裕
幸
さ

ん(

連
合
青
森
事
務
局
長)

が
発

言
し
ま
し
た
。

　

29
年
前
、
都
内
民
間
の
小
児

科
医
師
の
夫
を
過
労
自
死
で
失

っ
た
遺
族
の
中
原
の
り
子
さ
ん

は
、
最
高
裁
で
個
人
訴
訟
で
初

め
て
和
解
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と

を
報
告
、
政
府
が
強
行
し
た

「
働
き
方
改
革
法
」
を
痛
烈
に

批
判
し
ま
し
た
。
過
労
自
死
で

父
親
を
失
っ
た
小
学
校
１
年
生

の
詩
「
僕
の
夢
」
の
一
節
「
仕

事
に
行
っ
た
ら
あ
か
ん
」
を
紹

介
、
過
労
死
等
の
根
絶
を
訴
え

ま
し
た
。

　

望
月
さ
ん
は
、
「
権
力
側
が

隠
そ
う
と
す
る
こ
と
を
明
る
み

に
出
す
こ
と
」
を
信
念
に
、
森

友
・
加
計
疑
惑
の
解
明
の
た
め

取
材
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
奮

闘
、
つ
い
に
財
務
省
の
安
倍
首

相
、
昭
恵
夫
人
、
麻
生
、
平

沼
、
鴻
池
の
名
前
を
削
除
し
た

文
書
改
ざ
ん
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
国
民
の
多
数
が

臨
ん
で
い
な
い
９
条
改
憲
を
通

常
国
会
で
発
議
、
国
民
投
票
に

持
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
安
倍

県
高
齢
者
大
会

に
四
二
五
人

首
相
の
独
善
的
な

政
権
運
営
を
痛
烈

に
批
判
し
ま
し

た
。
最
後
に
日
本

の
「
報
道
の
自
由

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」

が
世
界
で
67
位
と

鳩
山
政
権
時
の
12

位
か
ら
大
き
く
後

退
し
て
い
る
と
指

摘
、
権
力
の
監

視
・
チ
ェ
ッ
ク
す

る
メ
デ
ィ
ア
の
役

割
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。

＝
お
知
ら
せ
＝

19
年
県
労
連
・
東
青
労
連
旗

開
き

・
1
月
11
日
㈮
18
時

・
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森

・
会
費　

４
０
０
０
円

・
申
込
み
締
切　

12
月
20
日

・
内
容　

主
催
者
挨
拶
、来

賓
挨
拶
、各
労
組
か
ら
の

一
言
、う
た
ご
え
、舞
踊
、寸

劇
、じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
す

す
め
る
青
森
県
連
絡
会
総
会

・
12
月
16
日
㈯
10
時

・
ア
ウ
ガ
５
階
ホ
ー
ル

・
講
演　

田
中
煕
巳
・
日
本

被
団
協
代
表
委
員
「
核
兵

器
禁
止
条
約
を
巡
る
情
勢

と
今
後
の
取
組
み
」


